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主催：兵庫県・福崎町 
協賛：兵庫県土地改良事業団体連合会 
　　　兵庫県ため池等整備事業促進協議会 
　　　（社）兵庫県治山林道協会 

災害のない豊かな農村をめざして 

●ため池の保全 
　多くのため池は、造られてから長い歳月がたち、古

くなっています。 

　機能が十分に発揮できなくなったため池は、規模に

応じて、国や県、町とため池管理者である農家の人た

ちがお金を出しあって、改修工事を行うことができま

す。 

●ため池のパトロール 
　県土を水害から守るため、毎年６月を「豊かなむら

を災害から守る月間」に定め、関係機関あげて防災パ

トロールを行っています。 

　日頃から堤防を見回り、草刈りや雑木の伐採、洪水

吐（余水吐）や取水施設の補修など、地道な管理努力が

大切です。大雨が予想されるときは、水位を下げてお

きましょう。 

●子供たちにお願い！ 
・雨が降ったあとの水路には、近づかないようにしま

しょう！ 

　ひとたび雨が降ると身近な水路も流れが早く深く

なり、危険な場所に変わってしまいます。 

・ため池や川へは必ず大人といっしょに行きましょう！ 

　ため池や川のふちは滑りやすく急に深くなってい

て大変危険です。 

●土砂災害にも注意しましょう 
　予兆を感じたら早めに避難しましょう。 

・斜面の途中から水が急に湧きだした場合 

・斜面からパラパラと小石等が落ちてくる場合 

・石垣や擁壁にズレや亀裂が生じた場合 

ばっさい 

ばけ 

２ 

大雨に注意！！ 
　災害の多くは長雨や集中豪雨が原因で起こり
ます。 
　１時間に２０ミリ以上、または降り始めから８０
ミリ以上降ると危険です。 
　十分に警戒してください。 

●文化センター行事予定（6/20～7/18） 

神崎学園 
日時：６月２８日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　７月１２日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 

福寿学園 
日時：６月２１日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　７月１２日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

老人大学一般教養講座（公開講座） 
　日時：６月２８日（木）　１３：２０～１５：００ 
　演題：「長年苦しんだ体の痛み・うつ・めまい 
　　　　　ついに分かった本当の原因」 
　講師：整体院ハーモニー　院長　牛尾重信さん  
サルビアセミナー（公開講座） 
　日時：７月５日（木）　１３：３０～１５：００ 
　演題：「声の文化史」 

～人は何時頃から声を意味ある声として聞
いてきたのか？時代によってどのような声
が好まれたのか？～ 

　講師：兵庫教育大学　教授　長尾義人さん  
＊公開講座は、一般の方も参加できます。どうぞ、
お越しください。 
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福崎町消防団 
消防操法大会開催 

　５月１３日、福崎東中学校で、第４２回福崎町消防団

消防操法大会を開催しました。 

　４月はじめから夜間訓練を重ねてきた自動車ポンプ

の部２分団、小型動力ポンプの部３０分団が、板坂分

団指揮者・福本真一選手の力強い選手宣誓の後、消防

操法を行い、日頃の練習の成果を十分に発揮しました。

成績は次のとおりです。 

【自動車ポンプの部】 

　優　勝　新町分団 

【小型動力ポンプの部】 

　優　勝　庄分団　　　　準優勝　福田分団 

　第３位　辻川分団　　　第４位　吉田分団 

　第５位　西大貫分団 

　なお、優勝した新町分

団（自動車ポンプの部）、

庄分団（小型動力ポンプの

部）は、７月８日に兵庫県

広域防災センターで開催

される「第２４回中播磨消

防操法大会」に出場しま

す。ご声援をよろしくお

願いします。 

（住民生活課） 

　新町分団 ▲  

▲庄分団 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【６月の休館日】７日・１４日・２１日・２８日 
　【７月の休館日】５日・１２日・１７日・１９日・２６日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

★エルデホール催物のご案内★ 

7月の催し 

■出演／木村大 

　特別出演：福崎高校ギター・マンドリン部 

■開演／１５：００（開場１４：３０） 

■入場料／大人１,０００円 

　　　　　高校生以下５００円 

（当日各２００円増）【全席自由】 

☆国内外でさまざまな活動をし、今後

の活躍が注目されているギタリスト木村大さんのコンサ

ート。演奏するのはクラシックギターです。特有の繊細

な音色の変化、味わいの深さをお楽しみください！地元

福崎高校ギター・マンドリン部も特別出演します。心ふ

るわす音楽の共演をどうぞお楽しみに♪ 

７月29日（日） 

「木村大コンサート」 エルデ 
サマーコンサート 

チケット好評発売中！ 

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 
サルビア会館でさまざまな相談を受けていますのでご利用ください。 

母子相談 
　毎月第2・4月曜日　10:30～15:00 

　（担当＝健康福祉課・内線353） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 

　（担当＝総務課・内線221） 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 

　（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 

　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 23

　６月１日、善意賞表彰式を行いました。 
　善意賞は、各分野で人々の模範と認められる
善意の行為があった方に贈られるもので、個人
にはサルビア賞を、団体にはクロガネモチ賞を
贈り、その善意をたたえています。受賞された
方は次のとおりです。（敬称略）  
【サルビア賞】 
　　内藤存代 
　　内藤正登 
　　水田一江 
　　中居美代子  
【クロガネモチ賞】 
　　福崎民踊会 
　　いなみ野　神崎 
　　　かんざき  
　受賞者のみなさんは、永年にわたってボラン
ティア活動に精力的に取り組まれ、地域住民の
福祉向上のために貢献されています。 
　みなさんの今後ますますのご活躍を祈念します。 

（総務課） 

○ ヨ 
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町長賞 福崎町美術展 

　第３０回福崎町美術展がエルデホールで
開催されました。５部門１９０点の応募が
あり、審査の結果、次の方々が受賞され
ました。おめでとうございます。 

（文化センター） 

賞 

町 議 会 議 長 賞  

教 育 委 員 会 賞  

文 化 協 会 長 賞  

商 工 会 長 賞  

兵庫西農業協同組合長賞 

神 崎 郡美術協会長賞  

奨 励 賞  

日本画 

藤原　信子（姫路市） 

神田　　唯（姫路市） 

松岡弥寿子（姫路市） 

藤田　照美（福崎町） 

小林　久美（姫路市） 

水谷久美子（姫路市） 

2人 

岡本　　林（市川町） 

森元美根子（姫路市） 

洋画 

綾部　健治（姫路市） 

前川　昌弘（姫路市） 

水野ちゑ子（西脇市） 

　松八重子（福崎町） 

足立　哲郎（朝来市） 

正部　心也（福崎町） 

3人 

足立　知一（神河町） 

　嶋眞美子（姫路市） 

藤田　照美（福崎町） 

書 

山中真由美（姫路市） 

藤本　照子（福崎町） 

屋　　清美（福崎町） 

藤岡　照代（福崎町） 

　橋　淳子（神河町） 

小野　　晃（姫路市） 

2人 

藤本　陽子（福崎町） 

鎌谷ため子（福崎町） 

写真 

三枝　七郎（姫路市） 

菅原　　勉（姫路市） 

西林　英幸（姫路市） 

梶原　裕司（福崎町） 

藤澤　雅代（市川町） 

岡野　靖彦（加古川市） 

5人 

城谷　　滿（福崎町） 

衣川　孝司（朝来市） 

田中　信政（福崎町） 

多田　孝好（市川町） 

尾　　誠一（福崎町） 

彫塑・工芸 

鈴木　健司（姫路市） 

長谷川千賀子（加東市） 

東　　萬平（姫路市） 

坂元　孝行（姫路市） 

木村　義春（福崎町） 

本城　　茂（姫路市） 

3人 

黒田　英子（姫路市） 

鈴木みゆき（福崎町） 

松本　　勝（福崎町） 

（敬称略） 

日本画「無花果」 
 棚原 啓子（姫路市） 

洋画「晩秋」 
 原田 哲三（姫路市） 

書「殷堯藩詩」 
吉田 慶子（神戸市） 

写真「龍神の舞い」 
藤澤 昌信（市川町） 

彫塑・工芸「雲リング」 
 久保 健史（宍粟市） 

突撃！食育レポート 
「男性の料理　いろは教室」受講生の　寄弘一さん宅 
 を訪問してお話を伺いました。 

　お料理上手な奥様との二人ぐらし。 
カントリーチョコケーキはご主人の得意メニューで、お孫
さんも大好きだそうです。 
☆ご主人コメント 
「健康管理に気を配りながら、２人で食事を楽しんでいま
す。料理は苦になりません。料理教室で友だちの輪がひろ
がりました。」 
☆奥様コメント 
「料理は薄味で脂っこいものは控えめにしています。主人
が作った野菜は特別おいしいです。留守にする時でも安心
して出かけられます。」 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 



ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（６月１６日～７月７日） 

おはなし会 

6月16日（土） 
11：00～ 

えほんのじかん 
7月4日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

6月23日（土） 
14：00～ 

「スプーンおばさん： 
びしょぬれゆうびん屋　他」 

５ 

第６２回「社会を明るくする運動」 
神崎郡住民大会　開催 

日　時　７月１０日（火）　１３：３０～ 

場　所　エルデホール 

内　容　講演会　ほか 
 

★社会を明るくする運動とは、すべての国民が犯

罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生につ

いて理解を深め、それぞれの立場において、力を

合わせ犯罪や非行のない明るい社会を築こうとす

る全国的な運動です。７月が強化月間です。 

問い合わせ先　健康福祉課　高年福祉係（内線３５２） 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書8冊　　児童書2冊 
「野いばら」　　　　　　梶村　啓二 
「散り椿」　　　　　　　葉室　　麟 

資料整理日 7月5日（木） 休館 

返却カウンター前 
に『食育コーナー』が 
できました。食生活の 
見直しにお役立て 
ください。 

　家庭や地域で継承されてきた昔ながらの食生活や行事食、

伝統料理などの食文化が失われつつあります。福崎町の郷

土の食文化の豊かさやすばらしさを再認識し、日々の生活

に活用し、子どもたちに伝えていくために、いっしょに活

動していただける食育サポーターを募集します。 

活動内容 

・郷土料理など、食に関する聞き取り調査及び収集した情報のまとめ 

・収集した料理のPR活動（料理教室や町のイベントでの紹介など） 

・その他食育推進の普及及び啓発 

応募資格 

　福崎町に在住する食育に関心のある方（性別・年齢は不問） 

申込方法 

　６月２０日（水）までに保健センター（内線３６０）へ。 

食育サポーター（ボランティア）を募集 

　中に巻く具は、冷蔵庫にあるものや季節の野菜でア
レンジしてくださいね。もちむぎ素麺を入れることで
ボリュームアップ！野菜もたっぷり取れますよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
材料 
　もちむぎ素麺、ライスペーパー 
　野菜（きゅうり・ニンジン・ピーマン・貝割れ・ 
　玉ねぎ・レタスなど）、ゆで玉子、ハム 
　【たれ】 
　　酢・しょうゆ・砂糖　各大さじ４ 
　　ごま油・サラダ油　各大さじ２　　ごま少々 
作り方 
①鍋にたっぷりのお湯を沸かし、もちむぎ素麺をゆで
る。冷水で洗いながらぬめりを取り、ざるに入れて
水気を切る。 

②たれの材料をすべて混ぜ、冷蔵庫で冷やしておく。 
③野菜、ハムは千切り、ゆで玉子はつぶす。 
④ライスペーパーを水（ぬるま湯）で戻す。 
⑤もちむぎ素麺、野菜、ハム、玉子をのせ、手前から
ライスペーパーの端をかぶせ、左右を内側に折り、
しっかり巻き込む。 

⑥食べやすい大きさに切って器に盛り、たれを添える。 

暑い日にぴったり♪ 



福崎町 

　
先
日
、
東
北
地
方
を
中
心
に
起
き

た
東
日
本
大
震
災
。
そ
の
被
害
は
甚

大
な
も
の
で
、
今
ま
で
の
天
災
と
は

比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
海
外
も
含
め
多
く
の
支

援
の
手
が
さ
し
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

中
で
も
一
番
身
近
で
一
番
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
た
の
は
募
金
で
し
た
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
新
聞
な
ど
、
生

活
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
媒
体
で 

大
々
的
に
募
金
を
募
っ
て
い
ま
し
た
。

「
皆
様
の
少
し
の
善
意
で
、
震
災
か

ら
立
ち
直
れ
ま
す
。
」
と
連
日
こ
の

よ
う
な
言
葉
が
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
て

い
ま
し
た
。
た
し
か
に
そ
う
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
わ
ざ
わ
ざ
テ
レ

ビ
で
そ
の
よ
う
に
訴
え
て
募
金
を
集

め
る
こ
と
が
本
当
に
善
意
の
あ
る
お

こ
な
い
だ
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
や
ど
の
テ
レ
ビ
局
、
新
聞
社
な
ど

で
も
募
金
を
募
り
、
一
種
の
ブ
ー
ム

の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
に
は
、
「
私
た
ち
の
会
社
は
、

こ
ん
な
に
善
意
の
あ
ふ
れ
た
会
社
な

ん
で
す
よ
。
」
と
ア
ピ
ー
ル
を
し
、

印
象
を
良
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ

う
に
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ

れ
を
見
て
い
る
視
聴
者
、
つ
ま
り
私

た
ち
は
、
そ
れ
に
参
加
し
て
「
自
分

は
こ
ん
な
に
も
良
い
人
な
ん
だ
。
」

と
思
い
上
が
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。
周
り
よ
り
よ
く
見
ら
れ
た
い
、

目
立
ち
た
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
募

金
を
し
て
い
る
人
は
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
が
心
の
こ
も
っ
た
善
意
、

本
当
の
善
意
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。
私
は
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
先
に
も
話
し
た
の
は
自
分
の
欲

を
満
た
し
て
い
る
う
わ
べ
だ
け
の
善

意
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
考
え
る
善

意
と
は
、
ど
ん
な
に
わ
ず
か
な
金
額

で
も
、
ま
た
、
そ
ん
な
大
金
で
も
、

そ
っ
と
何
も
言
わ
ず
、
被
災
者
の
こ

と
だ
け
を
思
っ
て
差
し
出
す
こ
と
で

す
。
前
に
出
す
ぎ
ず
、
そ
し
て
多
く

を
語
ら
ず
。
こ
の
姿
こ
そ
が
一
番
良

い
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
募
金
に
限
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
生
活
に
も
通
じ

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

こ
こ
に
不
慮
の
出
来
事
で
傷
を
負
っ

た
友
だ
ち
が
い
る
と
し
ま
し
ょ
う
。

多
く
の
人
が
「
大
丈
夫
？
」
と
声
を

か
け
、
不
必
要
に
騒
ぎ
立
て
て
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
保
健

室
に
行
く
の
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
の
言
い
た
い

善
意
と
は
騒
が
ず
そ
っ
と
寄
り
添
い
、

困
っ
て
い
る
人
が
望
ん
で
い
る
こ
と

に
さ
り
げ
な
く
協
力
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
一
歩
退
い
た
姿
、
行
為
こ
そ
が

本
当
の
善
意
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
は
そ
ん
な
善
意
に
出
会

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
私
は
あ

り
ま
す
。
あ
る
日
、
友
人
が
少
し
ふ

ざ
け
た
自
転
車
の
乗
り
方
を
し
て
い

た
時
、
な
ん
と
友
人
の
足
が
前
輪
に

か
ら
ま
り
、
こ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

な
ん
と
か
足
は
ぬ
け
た
の
で
す
が
、

靴
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
深
く
は
さ

ま
っ
た
ま
ま
で
、
自
転
車
が
動
か
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
で
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
困
っ
て

い
た
と
こ
ろ
に
一
人
の
お
じ
さ
ん
が

来
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
知
り
合
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
お
じ
さ

ん
は 

「
こ
れ
や
っ
た
ら
大
丈
夫
や
。
」 

と
言
う
と
靴
を
と
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、 

「
も
う
動
く
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
気

い
つ
け
て
帰
り
や
。
」 

と
言
い
残
し
て
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
間
、

あ
っ
け
に
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
靴

を
と
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
頼
ん
で
も

い
な
い
し
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
」
と
お
礼
も
言
わ
な
か
っ
た

の
に
お
じ
さ
ん
は
笑
顔
で
私
た
ち
を

助
け
て
く
れ
て
、
そ
の
ま
ま
立
ち
去

り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
、
よ
く
わ

か
ら
な
い
け
ど
、
と
て
も
温
か
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
の

考
え
る
善
意
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
の
こ
と
か
ら
、
私
が
思

う
こ
と
は
、
相
手
を
思
い
や
り
、
温

か
い
気
持
ち
に
し
な
い
と
善
意
と
は

呼
べ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
行
為
を
す

る
方
と
さ
れ
る
方
の
気
持
ち
が
あ
り
、

と
て
も
難
し
い
と
い
う
こ
と
。
で
も
、

そ
の
難
し
い
こ
と
を
簡
単
に
や
っ
て

の
け
る
こ
と
が
、
私
の
考
え
る
善
意

で
す
。 

善
意
と
は 

福
崎
西
中
学
校
３
年（
当
時
） 

長
谷
川
亜
衣
加 

６ 

「
あ
り
が
と
う
」
言
っ
て
も
ら
え
る 

　
あ
り
が
た
さ 

福
崎
東
中
学
校
２
年（
当
時
） 

芝
田
綾
奈 

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
　
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る 

　
あ
い
言
葉 福

崎
小
学
校
４
年（
当
時
）　 

岩
木
莉
花 

あ
り
が
と
う
　
み
ん
な
を
つ
な
ぐ 

　
言
葉
だ
よ 田

原
小
学
校
６
年（
当
時
）　 

鉄
矢
愛
雛 

ふ
わ
ふ
わ
こ
と
ば
で
　
ニ
コ
ニ
コ
え
が
お
の 

　
小
学
校 

八
千
種
小
学
校
３
年（
当
時
） 

藤
原
有
紗 

八千種小学校４年（当時）　大畑優都里 

田原小学校５年（当時）　岸口聡志 

福崎西中学校２年（当時）　橋本未緒 



７ 

“広げようボランティアの輪” “広げようボランティアの輪” 

“みどりのグループ”会員募集!!“みどりのグループ”会員募集!!

　今月（６／２０～７／１９）のボランティア活動予定
をお知らせします。ぜひ、ご参加ください。 
ココロンクラブ 
　６月２３日（土）９：００～　役場周辺街路樹下手入れ 
みどりのグループ 
　６月２０日（水）９：００～　文化センター花壇 
　７月４日（水）９：００～　七種川沿い花壇 
　７月１８日（水）９：００～　JA八千種前花壇 
問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 
　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 
 
 
　花が大好きで、仲間が大好きで、そんなメンバーが
集まって花壇の手入れをしているボランティアグルー
プが“みどりのグループ”です。 
　町行くみなさんの癒しのスペースになることをめざ
して、暑い時も寒い時も、仲間との会話を楽しみなが
ら手入れをしています。日常の情報交換も一つの楽し
みとなっています。 
　興味がある方は、ぜひ一度 
ご参加ください。楽しく人の 
輪を広げましょう。 
日時　第１・３水曜日 
　　　９：００～11：００頃 
場所　町内の花壇および 
　　　県のプランター 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

子どもの人権１１０番強化週間 
電話相談開催 

　いじめ、体罰、児童虐待など、子どもをめぐ

るさまざまな人権問題について、人権擁護委員

や法務局職員による電話相談を行います。 

日　時 

　○６月２５日（月）～２９日（金）８：３０～１９：００ 

　○６月３０日（土）・７月１日（日） 

　　　　　　　　　　　　　　１０：００～１７：００ 

相談電話番号 

　　０１２０－００７－１１０（全国共通・無料） 

問い合わせ先　神戸地方法務局姫路支局 

　　　　　　　　０７９－２２５－１９２６ 

◎相談は無料で、秘密は厳守します。 

　５月１１日に永眠されました。謹んで哀悼の意を表
します。 
　なお、百歳の森記念碑に、お名前を刻みました。 

（健康福祉課） 

　地球温暖化の防止やごみ減量化のため、町内７か所
で廃食用油を回収しています。使用済み天ぷら油など
の廃食用油は、回収して精製すればディーゼル自動車
の燃料（BDF）として再利用することができます。 
　平成２３年度は２，４８６リットルを回収し、BDFに精製
しました。 
　また、４月から給食センター配送車（１台）でBDF
の使用を始めました。 
　みなさんのさらなるご協力を
お願いします。 

５月９日 
柴田かづゑさん 
（新町） 

給食センター配送車で 
ＢＤＦの使用を始めました 

イセダ屋福崎店（分別ボックス付近） 

JA兵庫西　旬彩蔵福崎（入口付近（屋外）） 

サクセスひのストア田原店（分別ボックス付近） 

ひのストア福崎店（分別ボックス付近） 

福崎町役場（入口付近） 

文化センター（生活科学センター北側） 

八千種研修センター〈もちの木会館〉（自転車置場付近） 

営業時間内 

回収日・時間 名　　称 

開庁時間内 

【回収ボックス設置場所】 

問い合わせ先　住民生活課（内線３７２） 



採水日　平成23年10月11日 

　水道水は、法令等に定められた検査項目と検査頻度

により水質検査を行っています。 

　福崎町では、検査が義務付けられている検査項目と、

その他項目についても検査を行っています。また、水

道水の原水も検査しています。 

　結果は、水質基準に適合し、飲料水として十分な安

全性を確保しています。 

●平成23年度水道水水質検査結果● 

基　準　項　目 
亀坪大歳神社 八千種保育所 

検　査　結　果 

田口公民館 

基準値 
（mg/L） 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24

一般細菌 

大腸菌 

カドミウム及びその化合物 

シアン化物イオン及び塩化シアン 

 

塩素酸 

クロロ酢酸 

クロロホルム 

ジクロロ酢酸 

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 

ジブロモクロロメタン 

臭素酸 

総トリハロメタン 

トリクロロ酢酸 

ブロモジクロロメタン 

ブロモホルム 

ホルムアルデヒド 

塩化物イオン 

ＴＯＣ 

pH値 

味 

臭気 

色度 

濁度 

100個/ml以下 

検出されないこと 

0.003以下 

0.01以下 

0.04以下 

0.6以下 

0.02以下 

0.06以下 

0.04以下 

10以下 

0.1以下 

0.01以下 

0.1以下 

0.2以下 

0.03以下 

0.09以下 

0.08以下 

200以下 

3以下 

5.8以上～8.6以下 

異常でないこと 

異常でないこと 

5度以下 

2度以下 

0 

検出されない 

0.0003未満 

0.001未満 

0.001未満 

0.06未満 

0.002未満 

0.001 

0.004未満 

1.0 

0.003 

0.001未満 

0.006 

0.02未満 

0.002 

0.001未満 

0.008未満 

5.8 

0.3 

6.8 

異常なし 

異常なし 

1未満 

0.1未満 

0 

検出されない 

0.0003未満 

0.001未満 

0.001未満 

0.06未満 

0.002未満 

0.008 

0.004未満 

0.8 

0.003 

0.001未満 

0.016 

0.02未満 

0.005 

0.001未満 

0.008未満 

11 

0.4 

7.0 

異常なし 

異常なし 

1未満 

0.1未満 

0 

検出されない 

0.0003未満 

0.001未満 

0.001未満 

0.06未満 

0.002未満 

0.001未満 

0.004未満 

1.1 

0.002 

0.001未満 

0.004 

0.02未満 

0.001 

0.001 

0.008未満 

6.0 

0.3 

7.0 

異常なし 

異常なし 

１未満 

0.1未満 

問い合わせ先　水道課（内線３８１・３８２） 

シス-1,2-ジクロロエチレン及び 
トランス-1,2-ジクロロエチレン 

　平成２４年４月から、これまでの「子ども手当」
は「児童手当」となりました。 
　また、法律改正により、６月分以降の児童手当
については所得制限が導入されます。 
 
 
 
 
 
 
 
年に1回『現況届』の提出が必要です 
　児童手当を受けている方は、毎年６月に「現況
届」を提出しなければなりません。 
　この届は、６月１日における養育状況により、
児童手当を引き続き受ける要件があるかどうかを
確認するためのものです。 
　現況届の提出がないと、受給資格があっても６
月分以降の手当が受けられなくなりますので、必
ず住民生活課へ提出してください。（現況届は現
在受給中の方に６月上旬に送付します。） 
『現況届』に必要なもの 
　受給者の健康保険証の写しまたは年金加入証明書 
※児童と別居している場合な 
　どは、必要に応じて提出し 
　ていただく書類があります。 
問い合わせ先 
　住民生活課　児童手当係（内線３７４） 

　男女ともに、仕事と家庭の両立ができる働き方の実

現をめざし、改正育児・介護休業法が平成２２年６月 

３０日から施行されています。 

　これまで短時間勤務制度、所定外労働の制限及び介

護休暇の適用が猶予されていた従業員１００人以下の企

業を含め、全ての企業に、７月１日から改正育児・介

護休業法が適用されます。 

　子育て期間中の働き方の見直し、父親も子育てがで

きる働き方の実現、仕事と介護の両立支援などの雇用

環境を整備するため、改正法の内容に沿った取り組み

をお願いします。 

問い合わせ先 

　兵庫労働局雇用均等室　　０７８－３６７－０８２０ 

児童手当のお知らせ 児童手当のお知らせ 

支給月額 
区　分 

０～３歳未満 

３歳～ 
小学校修了前 

 中学生 

所得制限以下の受給者 

第１子・第２子 １０，０００円 
５，０００円 

第３子以降 １５，０００円 

１５,０００円 

１０,０００円 

所得制限を超える受給者 

改正育児・介護休業法が 
7月から全面施行されます 

８ 



生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
新
品
の
パ
ー
テ
ィ
ド
レ
ス
を
一

度
だ
け
着
用
し
、
す
ぐ
に
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
に
出
し
た
。
受
け
取
っ
て

か
ら
確
認
す
る
と
、
洗
剤
じ
み
や

ア
イ
ロ
ン
じ
わ
が
残
っ
て
い
て
、

と
て
も
着
用
で
き
る
状
態
で
は
な

か
っ
た
。
業
者
は
非
を
認
め
再
洗

し
た
が
、
し
み
や
し
わ
が
残
っ
て

い
た
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
賠
償

を
求
め
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う

か
。 

（
２０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基
準

の
補
償
割
合
に
よ
る
と
、
パ
ー
テ

ィ
ド
レ
ス
は
購
入
か
ら
５
か
月
以

内
は
１
０
０
％
の
補
償
と
な
っ
て

い
る
と
助
言
し
ま
し
た
。 

 

＊
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基
準

に
つ
い
て 

　
全
国
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生

同
業
組
合
連
合
会（
Ｌ
Ｄ
マ
ー
ク
）

が
ク
レ
ー
ム
処
理
と
し
て
作
成
し

た
自
主
基
準
で
す
。 

　
（
財
）
全
国
生
活
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
マ
ー
ク
）
が
、

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
業
に
関
す
る
標
準
約
款
の
中

に
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基

準
」
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
こ
の
基
準
は
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
を
簡
易
、
迅
速

に
解
決
す
る
た
め
に
、
非
組
合
員

に
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
相
談
事
例
の
業
者
も
非
組

合
員
で
し
た
。 

　
こ
の
基
準
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

業
者
が
他
の
者
の
過
失
に
よ
り
事

故
が
発
生
し
た
こ
と
を
証
明
し
た

時
以
外
は
、
事
故
原
因
が
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
者
に
あ
る
か
否
か
を
問

わ
ず
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
が
補

償
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

＊
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
を 

　
防
ぐ
た
め
に 

①
預
け
る
際
に
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
と
い
っ
し
ょ
に
品
物
の
状
態

を
よ
く
確
認
し
、
し
み
や
汚
れ
の

場
所
や
原
因
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。 

②
受
け
取
り
後
は
、
す
ぐ
カ
バ
ー

を
外
し
て
品
物
の
状
態
や
数
を
確

認
し
、
気
づ
い
た
点
が
あ
れ
ば
、

で
き
る
だ
け
早
く
店
に
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。 

③
し
ま
う
際
は
、
ポ
リ
袋
か
ら
品

物
を
出
し
陰
干
し
を
し
て
か
ら
し

ま
い
ま
し
ょ
う
。（
ポ
リ
袋
は
収

納
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
） 

④
Ｓ
マ
ー
ク
や
Ｌ
Ｄ
マ
ー
ク
を
掲

げ
て
い
る
信
頼
で
き
る
店
を
選
び

ま
し
ょ
う
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
た
品
物
を
受

け
取
っ
て
か
ら
６
か
月
を
経
過
し

た
場
合
、
あ
る
い
は
品
物
を
預
け

て
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
場
合
、

業
者
は
賠
償
金
の
支
払
い
を
免
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
仕
上
が
っ
た
品
物
は
で
き
る
だ

け
早
く
引
き
取
り
、
状
態
を
確
認

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

買
っ
た
ば
か
り
の
 

パ
ー
テ
ィ
ド
レ
ス
が
・
・
 

再
発
防
止
に
全
力 

　
町
づ
く
り
の
基
本
の
一
つ
に
地

産
地
消
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
町
内

の
人
、
も
の
、
組
織
に
光
を
あ
て
、

再
評
価
し
、
町
づ
く
り
に
生
か
そ

う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
昨
年
の
漢
字
に
「
絆
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
人
と
人
、

人
と
組
織
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
を
な
ん
と
か
回
復

さ
せ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
の
表
れ

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

　
最
近
に
な
っ
て
公
共
下
水
道
で

不
正
工
事
が
発
覚
し
ま
し
た
。
町

で
は
調
査
委
員
会
規
則
を
制
定
し
、

町
長
、
副
町
長
も
参
加
す
る
調
査

委
員
会
を
設
置
し
て
調
査
を
進
め

て
い
ま
す
。 

　
町
は
み
な
さ
ま
の
貴
重
な
財
産

を
預
か
っ
て
い
る
こ
と
と
地
産
地

消
の
思
い
か
ら
、
買
い
物
も
工
事

も
、
町
内
の
業
者
が
可
能
な
限
り

参
加
し
や
す
い
よ
う
に
努
力
し
て

き
ま
し
た
。 

　
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
不
正
工
事

は
、
町
内
の
一
部
業
者
が
参
加
す

る
事
業
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
非

常
に
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
地

産
地
消
で
町
内
業
者
の
育
成
を
と

い
う
町
の
思
い
は
十
分
に
伝
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
今
回
の
件
は
、
発
注
者
で
あ
る

町
の
努
力
不
足
、
受
注
者
で
あ
る

業
者
の
不
誠
実
な
対
応
に
よ
っ
て

発
生
し
た
も
の
で
す
。
私
が
今
回

の
件
を
特
に
重
視
す
る
の
は
、
単

な
る
不
注
意
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た

も
の
で
な
く
、
十
分
承
知
し
な
が

ら
工
事
が
進
め
ら
れ
た
と
思
え
る

か
ら
で
す
。 

　
安
全
安
心
の
町
づ
く
り
、
そ
れ

に
対
応
す
る
危
機
管
理
は
常
々
提

唱
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
事
件
に
遭
遇
し
て
、
改
め
て
不

十
分
だ
っ
た
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

　
役
場
に
勤
め
る
者
は
「
す
べ
て

の
公
務
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
っ
て
、
一
部
の
奉
仕
者
で
は
な

い
。
」
と
す
る
憲
法
の
趣
旨
を
守

っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と

り
の
見
識
、
倫
理
、
勇
気
が
試
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
時
に
、

そ
れ
を
支
え
る
体
制
の
整
備
も
必

要
で
す
。
勿
論
、
最
終
責
任
は
町

長
に
あ
り
ま
す
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

９ 
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下水道マンホール 
調査（５月３１日） 



ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 

文化センター2階 
　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 

田原幼児園内 
　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

※時間はいずれも１０：００～１１：００ 
※申込不要。対象地区以外の方も参加できます。 
※６月２０日はミニデイ利用者の方との交流を予定して 
　います。 
　　　　　　　　（問い合わせ先：おひさまらんど） 

日　程 実施場所 対象地区 
6月 8 日（金） 
6月11日（月） 
6月15日（金） 
6月18日（月） 
6月20日（水） 
6月25日（月） 
7月 2 日（月） 
7月 4 日（水） 
7月 9 日（月） 

福田公民館 
新町公民館 
大門公民館 
田尻公民館 
西野公民館 
辻川公民館 
南大貫公民館 
庄公民館 

鍛治屋公民館 

駅前・福田・神谷 
新町 

大門・加治谷・亀坪 
北野・田尻 
西野 

井ノ口・辻川 
南大貫・東大貫・西大貫 

余田・庄 
小倉・鍛治屋 

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
６月１９日（火）・７月１７日（火） 
文化センター２階　和室 
個別相談員：大内和恵 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

ドレミ　毎月第２木曜日　１０：００～１１：００ 

６月１４日（木）・７月１２日（木）　八千種研修センター 

　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体

遊びなどを楽しみます。 

ぐりとぐら　毎月第１木曜日　１０：００～１１：００ 

７月５日（木）　文化センター　２階　和室 

　わらべうた・絵本の読み聞かせ・パネルシアターなど、

親子でいっしょに楽しみます。 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

「あそびのひろば」 

 自力整体とは、自分自身で行う予防医学としてのマッ

サージ方法です。子育て中のみなさん、ゆっくり自分の

体と向き合ってみませんか？ 

日　時　７月１１日（水）１０：００～１１：３０（受付９：４５～） 

場　所　第１体育館　体育室 

講　師　矢上予防医学研究所　予防医学指導士 

　　　　　四宮美華さん 

申込先　ともだちひろば 

日　時　７月２３日（月）　１０：００～１０：３０（受付９：４５～） 

場　所　福崎幼児園　お遊戯室 

演　奏　牛尾奈津美さん　玉置真梨さん 

対　象　就学前の子どもとその保護者 

申込先　おひさまらんど 

　子どもの食に関することは気になることがいっぱい…。 
　“食育”って聞くけれどどんなことに気をつければいい
のかな…？ 
　そんな子どもの食に関する疑問についてお話していた
だきます。 
日　時　７月１９日（木）　１０：００～１１：００（受付９：４５～） 
場　所　にこにこひろば 
講　師　管理栄養士　村田早苗さん 
　　　　「食育って・・・？」 
対　象　就学前の子どもとその保護者 
申込先　にこにこひろば 

　お家の中の身近なグッズが…あれれ！ 
遊びに大変身！！ 
　小さなお友だちも大歓迎。おとう 
さんといっしょにご参加ください。 
日　時　６月１６日（土）　１０：００～１１：３０（受付９：４５～） 
場　所　第1体育館　体育室 
講　師　NPO法人　生涯学習サポート兵庫　榎本英樹さん 
対　象　１～４歳の子どもとその保護者 
申込先　にこにこひろば 

～あそびの達人　えのちゃんがやってくる！～ 

１０ 



福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

文
化
財
再
発
見
　 56

東
広
畑
古
墳
（
西
田
原
字
東
広
畑
） 

東広畑古墳 

60

　
東
広
畑
古
墳
を
ご
存
じ
で
す
か
？
　
北
野
区
に
あ
る
円
墳
で
、
墳
丘
の

復
元
を
行
っ
た
の
で
当
時
に
近
い
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
多
く
の
金
属
器
が
出
土
し
て
お
り
、
順
次
保
存
処
理
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
平
成
２３
年
度
に
保
存
処
理
を
行
っ
た
馬
具
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。 

　
馬
具
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
６
月
３０
日
ま
で
展
示
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

◎
古
代
の
馬 

　
馬
が
渡
来
し
て
き
た
の
は
弥
生

時
代
末
期
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
軍
事
・
輸
送
・
農
耕

が
主
で
、
当
初
は
軍
事
（
儀
礼
を

含
む
）
が
中
心
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
。 
 

◎
馬
具
と
そ
の
用
途 

　
馬
具
と
は
、
「
人
が
馬
を
制
御

す
る
た
め
の
馬
に
装
着
す
る
道 

具
」
で
す
。
古
代
で
は
殉
葬
と
い

う
形
で
、
葬
ら
れ
る
際
に
副
葬
品

と
し
て
馬
や
埴
輪
と
い
っ
し
ょ
に

埋
葬
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

　
次
に
、
処
理
を
行
っ
た
馬
具
の

中
の
部
位
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

◎
雲
珠
（
う
ず
） 

　
馬
の
お
尻
付
近
に
装
着
し
て
い

る
ベ
ル
ト
を
固
定
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。
金
具
が
う
ず
高
く
つ
く

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う

な
名
称
が
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

◎
飾
金
具
（
か
ざ
り
か
な
ぐ
） 

　
飾
金
具
と
い
っ
て
も
形
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
確
認
で
き
た
の
は

巴
形
の
も
の
で
し
た
。
近
畿
地
方

で
花
弁
形
の
出
土
例
は
多
く
あ
り

ま
す
が
、
巴
形
は
た
い
へ
ん
め
ず

ら
し
い
も
の
で
す
。 

 

◎
辻
金
具
（
つ
じ
か
な
ぐ
） 

　
革
紐
や
組
紐
が
交
差
す
る
と
こ

ろ
が
辻
（
十
字
形
に
交
差
し
て
い

る
場
所
）
の
留
金
具
で
す
。
５
脚

以
上
の
も
の
を
雲
珠
と
し
、
３
脚

と
４
脚
を
辻
金
具
と
区
別
し
ま
す
。 

★
め
ず
ら
し
い
馬
具
を
確
認 

１１ 

馬具の位置図 

飾金具 

辻金具 

じ
ゅ
ん
そ
う 

辻金具 

雲珠 

飾金具 

福
崎
町
教
育
委
員
会 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 



　
平
成
２３
年
度
の
ふ
く
さ
き
歴

史
体
験
隊
は
、
柳
田
國
男
５０
年

祭
を
迎
え
、
４９
人
も
の
隊
員
が

集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
！ 

　
全
８
回
の
活
動
を
通
し
て
、

仲
間
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
郷
土

の
魅
力
を
感
じ
、
元
気
い
っ
ぱ

い
活
動
し
ま
し
た
。 

　
６
月
中
に
は
学
校
へ
募
集
案

内
を
お
送
り
し
ま
す
。
小
学
校

５
・
６
年
生
と
い
う
多
感
な
時

期
を
、
体
験
隊
員
と
し
て
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
年
は
、

資
料
館
の
開
館
３０
周
年
に
あ
た

る
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
た
く
さ

ん
の
隊
員
の
笑
顔
に
出
会
え
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
ね
。 

歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り 

　体験隊活動へご協力いただきました保護者ボランティアや地域ボランティアのみなさんに厚くお礼申し上げます。
本年度も活動へご参加いただける方を募集しています。 
　ご協力いただける方は、資料館までご連絡ください。　　　　　　　　　歴史民俗資料館（　２２－５６９９） 

～柳田國男50年祭を迎えたふるさとでの歴史・文化の魅力発見～ 

１２ 

▲バスツアーでは、杉原紙研究所で紙漉 
　き体験をしましたよ。同じ厚さに漉け 
　るかドキドキしながら、がんばりまし 
　たね！ 

す 
▲第１回目の活動は、辻川かいわいウォ 
　ークラリーです。雨の中、柳田國男が 
　幼い頃を過ごした思い出の場所へ 
　Let’s go!!

▲むかしのあそび体験では、竹笛やお手 
　玉を作りました。今と違ってむかしの 
　人たちは、遊び道具を自分たちで作っ 
　ていたことを学びましたね。 

▲秋晴れの中、力を合わせてカマを作り 
　ました。思いどおりの土器に仕上がっ 
　ているかな？待ってる間にハイ、チー 
　ズ！素敵な笑顔です。 

▲土器づくりにもチャレンジしました！ 
　ひも状にのばした粘土を１段１段積み 
　上げて形成します。みんなとっても真 
　剣です。 

▲毎年恒例の凧づくりと凧あげです。先 
　生に教わりながら、作り上げました。 
　今年の凧あげ大会も「よくあがった賞」 
　は激戦でしたね！ 

▲古墳めぐりでは、町内の東新田古墳や 
　東広畑古墳など、地図を頼りに歩いて 
　めぐりました。妙徳山古墳では、全員 
　で石室にも入りましたよ。 

▲修了式を迎えたこの日は、牛乳パック 
　でハガキ作りに挑戦。完成したハガキ 
　に、１年後の自分に向けたメッセージ 
　を書きました。 



第80話 

　
大
庄
屋
三
木
家
住
宅
は
、
江

戸
時
代
の
地
名
で
「
辻
川
村
」

に
あ
り
ま
し
た
。
姫
路
藩
大
庄

屋
組
は
、
大
庄
屋
の
居
村
を
組

名
と
す
る
た
め
、
例
え
ば
三
木

家
が
大
庄
屋
を
務
め
て
い
た
際

に
は
、
支
配
下
の
村
々
は
「
辻

川
組
□
□
村
」
と
い
う
よ
う
に

名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
木
家
の

あ
る
辻
川
村
、
江
戸
時
代
は
い

っ
た
い
ど
の
よ
う
な
村
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？ 

　
辻
川
村
は
、
当
時
か
ら
生
野

街
道
と
因
幡
街
道
が
交
差
す
る

交
通
の
要
衝
に
あ
り
ま
し
た
。

辻
川
村
の
村
高
（
＝
村
の
総
生

産
を
米
の
量
に
換
算
し
て
表
し

た
数
値
）は
正
保
３
年（
１
６
４

６
）に
９８
石
余
り
、
天
保
５
年（
１

８
３
４
）
に
１
２
３
石
余
り
、

明
治
２
年（
１
８
６
９
）に
１
３

３
石
余
り
で
す
。 

　
『
福
崎
町
史
』
第
２
巻
に
町

内
の
村
々
の
村
高
一
覧
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
見

比
べ
て
み
る
と
、
辻
川
村
の
村

高
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
こ
と

に
気
づ
き
ま
す
。 

　
ま
た
辻
川
村
に
は
元
文
２
年

（
１
７
３
７
）
と
文
化
７
年
（
１

８
１
０
）作
成
の
明
細
帳（
村
勢

要
覧
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。
前

者
に
よ
る
と
辻
川
村
に
は
、
酒

屋（
２
…
人
数
、
以
下
同
）・
木

挽（
１
）・
宿
屋（
１
）・
鍛
冶
屋

（
１
）・
炭
売（
３
）・
商
人（
２
）・

ば
く
ろ（
博
労
／
４
）・
草
履
草

鞋
作
り（
２
）な
ど
が
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。 

　
他
に
「
農
業
稼
」
は
１
５
１

人
で
、
大
半
が
農
業
生
産
に
従

事
し
て
い
ま
し
た
。
人
々
の
往

来
が
多
い
街
道
沿
い
に
小
さ
な

町
場
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ

後
背
地
に
は
田
畑
が
広
が
る
。

当
時
の
辻
川
村
の
風
景
が
、
わ

ず
か
で
す
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。 

１３ 

　
今
年
開
館
３０
周
年
を
迎
え
る
歴
史
民
俗
資

料
館
で
は
、
現
在
「
福
崎
町
に
残
る
伝
承
」

と
そ
の
発
祥
地
を
示
す
地
図
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
全
部
で
７
つ
集
め
ら
れ
た
伝
承
の
う

ち
、
今
回
は
「
し
ょ
う
り
ん
さ
ん
」
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。 

　
し
ょ
う
り
ん
さ
ん
は
、
年
老
い
た
お
坊
さ

ん
で
、
彼
の
お
墓
に
参
る
と
歯
痛
が
治
る
と

し
て
、
村
人
に
大
切
に
祀
ら
れ
て
き
た
方
で

す
。
そ
し
て
、
最
近
ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た

彼
の
お
墓
の
場
所
が
、
観
音
寺
付
近
に
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
情
報
は
地
元
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
も
の
で
す
。 

　
資
料
館
の
伝
承
地
図
は
日
々
進
化
し
て
い

き
ま
す
。
福
崎
の
伝
承
を
後
世
に
残
す
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
伝
承
の
情
報
提
供
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

福崎町に残る伝承～しょうりんさん～ 
歴史民俗資料館　展示コーナーのお知らせ 

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う 

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う 

〜
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
報
告
〜 

三
木
家
の
あ
る
「
辻
川
村
」
に
つ
い
て
①
　
　
　 

　
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
術
推
進
研
究
員
　
河
野
未
央 

お祝いメッセージコーナー 

　３０周年おめでとうございます。 

ひとはくは２０周年、後を追いかけ 

ます。これからも、よろしく 

お願いします。 

　　　　　兵庫県立人と自然の博物館 

　　　　　　古谷裕さん　より 

祝
！
れ
き
み
ん
三
〇
周
年 村明細帳 



開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
１２
月

　
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下

車
、
徒
歩
約
３０
分
、
ま
た
は
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
を
利
用
。 

　
車
は
播
但
連
絡
道
路
・
中
国
自

動
車
道
で
福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、

ま
た
は
国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
２４
年
６
月
７
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
１
０
０
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
館
） 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
民
） 

60
２２ ２２ ２２ 

　
記
念
館
で
は
、
松
岡
家
の
５

人
の
兄
弟
、
「
松
岡
五
兄
弟
」
の

業
績
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
松
岡
五
兄
弟
と
は
、
松
岡
鼎

（
長
男
）、
井
上
通
泰（
三
男
）、

柳
田
國
男（
六
男
）、
松
岡
静
雄

（
七
男
）、
松
岡
映
丘（
八
男
）で

す
。 

              

　
松
岡
五
兄
弟
が
育
っ
た
の
が
、

柳
田
國
男
の
「
生
家
」
で
す
。

こ
の
生
家
は
、
３
畳
２
間
、
４

畳
半
２
間
と
い
う
間
取
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
柳
田
國
男
は
『
故
郷
七
十
年
』

の
中
で
「
私
の
家
は
日
本
一
小

さ
い
家
だ
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
小
さ
い
」
と
い
う
表
現

は
、
実
際
の
家
の
大
き
さ
の
こ

と
を
指
し
て
い
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
生
家
の
大
き
さ
は
、

当
時
と
し
て
は
典
型
的
な
も
の

で
し
た
。 

　
け
れ
ど
も
、
両
親
と
５
人
の

兄
弟
、
そ
し
て
、
鼎
の
妻
と
い

う
８
人
で
暮
ら
し
た
こ
と
か
ら

生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
か
ら

「
小
さ
い
」
と
い
う
表
現
が
導

き
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、「
こ
の
家
の
小
さ
さ
、

と
い
う
運
命
か
ら
、
私
の
民
俗

学
へ
の
志
も
源
を
発
し
た
と
い

っ
て
よ
い
」
と
、
國
男
は
述
べ

て
い
ま
す
。 

　
國
男
を
は
じ
め
と
し
て
、
生

家
す
な
わ
ち
福
崎
か
ら
巣
立
っ

た
兄
弟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
活
躍
を
し
ま
す
。 

　
松
岡
鼎
は
、
医
学
の
道
に
進

み
、
一
家
を
支
え
ま
し
た
。
ま

た
、
地
方
行
政
に
も
携
わ
り
ま

し
た
。 

　
井
上
通
泰
は
、
医
学
の
道
を

進
み
な
が
ら
、
歌
人
、
国
文
学

者
と
し
て
研
究
を
行
い
ま
し
た
。 

　
松
岡
静
雄
は
、
海
軍
軍
人
を

退
役
し
た
あ
と
、
言
語
学
に
関

す
る
著
述
を
残
し
ま
し
た
。 

　
松
岡
映
丘
は
、
日
本
画
家
と

し
て
大
和
絵
の
復
興
に
尽
力
し

ま
し
た
。 

　
記
念
館
で
は
、
松
岡
五
兄
弟

が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
ど
の

よ
う
な
功
績
を
あ
げ
た
の
か
を
、

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。 

　
平
成
２４
年
度
の
企
画
展
で
は
、

松
岡
映
丘
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
特
別
展
で
は
、
井
上

通
泰
の
『
播
磨
國
風
土
記
新
考
』

を
取
り
上
げ
た
展
示
を
行
う
予

定
で
す
。 

　
ぜ
ひ
、
記
念
館
に
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。 

柳
田
國
男
記
念
館
だ
よ
り 

松岡五兄弟（右から井上通泰・松岡鼎・ 
柳田國男・松岡静雄・松岡映丘） 

松岡映丘「生家」 

１４ 

市
　
川 

《付近見取図》 

P

福
崎
駅 

←
山
崎
へ 

→
甘
地
へ 

健
康
福
祉 

　
事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

辻
川
北
信
号 

柳
田
生
家 三木家 

もちむぎの 
　　やかた 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

NTT

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

辻
川
信
号 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
連
絡
道
路 

中　国　自　動　車　道 

姫路へ↓ 

資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

バ
ス 

　

ロ
ー
タ
リ
ー 

N

辻川辻川 
バス停バス停 
辻川 
バス停 

P

一方通行 

利
用
案
内 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

歴
史
民
俗
資
料
館 



農業委員会

農業委員会 
だより 

　福崎町の農業委
員会総会は毎月２０
日前後に開催して
います。 
　農地法に関する各種申請・届出の締切日は毎月５
日です。（閉庁日の場合は翌開庁日） 
　締切を過ぎると翌月扱いになりますので、売買・
転用等を検討されているときは、余裕を持って早め
にご準備ください。 

平成２３年度の農地法の申請状況をお知らせします 

農業委員会に申請・届出する必要がある主な例 

（農地法３・４・５条関係） 

項　　　　目 件数 

２５件 

１２件 

１６件 

面積（㎡） 

４７，１１３ 

３，７１０ 

６，８７０ 

農地法３条申請（農業をする目 
的で農地を売買・貸借する） 

農地法４条申請（農地の所有者 
が自分で転用する） 

農地法５条申請（他人の土地を 
買ったり借りたりして転用する） 

３
条
（
農
地
の
売
買
・
貸
借
） 

４
条
・
５
条
（
農
地
の
転
用
） 

（
農
地
の
貸
借
） 

利
用
権
設
定
　 

解
約 

　農地を農地として「売買したい」「贈与
したい」「貸借したい」場合は、農地法３
条の申請・許可が必要です。 

　市街化区域以外の農地を農地として貸借
する場合は、農業経営基盤強化促進事業に
よる利用権設定を利用すると、簡単な手続
きで貸借ができます。産業課農政係に相談
してください。 

　現在貸借している農地を都合により途中
解約する場合は、両者合意のうえ、解約通
知書を農業委員会に提出してください。 

※相続による所有権移転の場合、農地法
の許可は不要ですが、相続をした旨の
届出を権利取得を知った日から概ね１０
か月以内に農業委員会に届け出る必要
があります。 

　自分の所有の土地を農地以外のもの（住宅・
倉庫・駐車場など）に転用する場合、農地
法４条の申請許可が必要です。 
　また、転用をするために他人名義の農地
を売買・貸借する場合は、農地法５条の申請・
許可が必要です。 
（４条・５条とも市街化区域の転用は事前
　の届出で転用ができます。） 

※その土地が農業振興地域の整備に関す
る法律にもとづく農振農用地に指定さ
れている場合、原則転用はできません。
農振農用地に指定されているかどうかは、
産業課農政係に確認してください。 

相談・手続について、詳しくは、農業委員・農業委員会事務局にお問い合わせください。　　　　　　　　　 
問い合わせ先　農業委員会事務局（産業課内・内線３９４） 

おおむ 

■
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射 

　
生
涯
１
回
の
登
録
と
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

■
犬
の
放
し
飼
い
の
禁
止 

　
屋
外
で
飼
育
す
る
場
合
は
、
鎖
な
ど
で
つ
な
ぐ
か
、

し
っ
か
り
し
た
囲
い
の
中
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。 

■
散
歩
時
の
マ
ナ
ー 

　
散
歩
時
は
、
犬
を
リ
ー
ド
な
ど
に
つ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
外
出
時
の
糞
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く

だ
さ
い
。
他
人
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。 

■
ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
た
と
き 

　
ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
捜
し
、
見
つ

か
ら
な
け
れ
ば
、
警
察
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
、
役

場
住
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
犬
へ
の
鑑
札
の
取
り
付
け 

　
犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
戻

っ
て
く
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
登
録
時
に
交

付
さ
れ
た
鑑
札
を
、
首
輪
等
に
付
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。 

■
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き 

　
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
ら
、
３０
日
以
内
に
鑑
札
を
持

参
し
、
役
場
住
民
生
活
課
に
死
亡
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
犬
の
火
葬
・
埋
葬
は
、
直
接
民
間
の
専
門

業
者
や
こ
う
ふ
く
苑
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

（
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
連
絡
先
） 

○
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
龍
野
支
所
　
　
０
７
９
１
・
６３
・
５
１
４
６ 

○
福
崎
警
察
署
（
会
計
課
）　
　
２３
・
０
１
１
０ 

○
こ
う
ふ
く
苑
　
　
０
７
９
・
２
３
２
・
３
１
９
６ 

（
住
民
生
活
課
　
内
線
３
７
３
） 

◇
ペ
ッ
ト
の
飼
主
の
義
務
に
つ
い
て
◇ 

ペ
ッ
ト
の
飼
主
は
、
法
的
義
務
と
マ
ナ
ー
を 

守
っ
て
ペ
ッ
ト
を
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。 

１５ 



土地の固定資産税の基礎となる課税標準額の 
求め方に一部変更がありました　　　　　　 

１６ 

税制改正の主な内容 

　国の平成２４年度税制改正では固定資産税

のさまざまな特例制度の見直しが議論されま

したが、結果として、主要な特例制度がほぼ

現行の形で維持されることになりました。 

　しかし、住宅用地に係る土地の負担調整措

置については、次のとおり見直しがありまし

た。 

〔住宅用地に係る土地の負担調整措置の見直し〕 

　住宅用地については、負担水準（本年度の

評価額に対する前年度の課税標準額の割合）

に応じて本年度の課税標準額が決定される仕

組みです。 

　税制改正により、平成２４年度と平成２５年

度は「据え置き」の措置を行う負担水準の範

囲が「８０％以上」から「９０％以上」に引き

上げられ、さらに平成２６年度には、「据え置

き」の措置が廃止されることになりました。 

　これにより、前年度に「据え置き」の措置

が行われた住宅用地であっても、本年度の課

税標準額が上がっている場合があります。 

　長引く不況の影響で所得の

減少が続き、国民健康保険税

の収入も落ち込んでいます。

一方、医療技術の高度化や生

活習慣病の増加などにより医

療費給付に必要な経費は増え

続けています。 

　このような状況のなか、福

崎町の国民健康保険財政は非

常に厳しい状況が続いていま

す。これまでは一般家庭の貯

金に相当する財政調整基金の

取り崩し、町の一般会計から

の補てんなどを行い、税率を

改定せずに運用を続けてきま

したが、なお財源不足が生じ

る見込みです。安定した保険

運営のための財源確保を図る

ため、やむを得ず保険税率の

改定をしなければならない状

況です。 

【今回の税率改正のポイント】 

①納税の能力のある被保険者の方に応分の負担を求めるため、中高所得者

を中心に保険税が増額となります。 

②全ての被保険者に同額でかかっている均等割額、平等割額のウェイトを

抑えます。 

③資産としての価値の低下が著しい固定資産の実情から、固定資産税額に

応じて課税する資産割額のウェイトを抑えます。 

④国民健康保険税非加入者との公平性が損なわれない範囲内で、一般会計

からの繰り入れを増額します。 

国民健康保険税改正のお知らせ 

内　訳 

Ａ 所得割額 課税所得金額×税率 

固定資産税額×税率 

被保険者１人につき 

１世帯につき 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ 
（賦課限度額まで） 

６.１０％ 
（４.３０％） ※２ 

１５.１０％ 
（２５.０％） 

２２,７００円 
（２１,０００円） 

１５,９００円 
（２２,８００円） 

賦課限度額 
５１０,０００円 

２.４０％ 
（１.７０％） 

５.７０％ 
（６.００％） 

８,６００円 
（６,６００円） 

６,４００円 
（７,８００円） 

賦課限度額 
１４０,０００円 

２.６０％ 
（１.６０％） 

８.６０％ 
（１２.００％） 

９,４００円 
（７,２００円） 

４,７００円 
（７,２００円） 

賦課限度額 
１２０,０００円 

Ｂ 資産割額 

Ｃ 均等割額 

Ｄ 平等割額 

年間保険税 

計算の説明 医療保険分 後期高齢者支援分 介護保険分 ※1

※１　介護保険分は４０歳以上６５歳未満（介護２号被保険者）の方のみに上乗せされます。 
※２　下段のかっこ内は昨年度の税率および額 

【平成２４年度国民健康保険税の税率等】 

（税務課） 

住宅用地の課税標準額 

負担水準 

１００％以上 

９０％以上１００％未満 

９０％未満 

Ａの額 

前年度課税標準額 
（据え置き） 

前年度課税標準額＋ 
Ａ×５％（Ｂ） 

前年度課税標準額÷ 

A（本年度の評価額） 

本年度の課税標準額 

・Ａは、住宅１戸につき面積２００㎡以下の部分は６分の１を、２００
㎡を超える部分は３分の１をそれぞれの面積に乗じたものです。 
・ＢがＡの９０％を上回る場合は、Ａの９０％が本年度の課税標準額
です。 
・ＢがＡの２０％を下回る場合は、Ａの２０％が本年度の課税標準額
です。 

（注）上記の波線部分の数値については、税制改正前は８０％ 



介護保険からのお知らせ 

介護保険施設の居住費、食費の軽減制度があります！ 

社会福祉法人等による利用者負担の 
軽減制度があります！ 

居住費、食費の負担限度額の適用や利用者負担 
の軽減を受けるにはどうすればいいの？ 

　特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護
療養型医療施設、ショートステイの各サービスを
利用する方のうち、次の方については、居住費、
食費について負担の上限額（負担限度額）が設けら
れ、負担が軽減されます。 
　１．住民税非課税世帯の方 
　２．生活保護を受けている方　など 
 
 
 
　介護保険サービスを利用すると、かかった費用
の１割が利用者負担となりますが、社会福祉法人
等が行う介護サービスを利用した場合、所得によ
り利用者負担が軽減される制度があります。 
 
 
 
　居住費、食費の負担限度額の適用や利用者負担額の軽減を受けるには、事前に申請する必要があります。サー
ビスを利用する前に、介護保険負担限度額認定申請書・社会福祉法人等利用者負担軽減対象確認申請書に必要事
項を記入して申請してください。認定された方には、後日、介護保険負担限度額認定証・社会福祉法人等利用者
負担軽減確認証を交付しますので、施設、事業所へ提示してからサービスを利用するようお願いします。 

問い合わせ先　健康福祉課　介護保険係（内線３５３・３５４） 

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合、従来型個室の負担限度額は
（　）内の金額となります。 

１日あたりの負担限度額 
利用者の所得等の状況 食費の負担限度額 

300円 

390円 

650円 

居住費の負担限度額 
ユニット型個室 820円 

490円 

0円 

490円 
（320円） 

820円 
490円 

320円 

490円 
（420円） 

1,310円 
1,310円 

320円 

1,310円 
（820円） 

ユニット型準個室 

従来型個室 

多床室（大部屋） 
ユニット型個室 
ユニット型準個室 

従来型個室 

多床室（大部屋） 
ユニット型個室 
ユニット型準個室 

従来型個室 

多床室（大部屋） 

・住民税非課税世帯で 
　老齢福祉年金受給者 
・生活保護を受給している方 

・住民税非課税世帯で 
　合計所得金額＋課税年金収 
　入が８０万円以下の方 

・住民税非課税世帯の方 
　（上の基準に該当しない方） 

平成２４年度介護保険料 

介護保険料を年金から納めて 
いただいている方へ 

　６５歳の誕生日の前日の属する月から、
各市町で決められた基準額をもとに、
所得段階別に保険料が決定し、個々
に納付していただきます。 
　基準額は、介護サービスにかかる
費用などに応じて３年ごとに見直さ
れます。平成２１年度から平成２３年度
までは３，６００円でしたが、平成２４年
度から平成２６年度は４，８００円に引き
上げとなりました。 
　みなさんには、６月に発送する「平
成２４年度介護保険料納入決定通知書」
でお知らせします。 
 
 
 
　４・６・８月分は、前年度の２月分と同額の保険料を
納めていただきます。（仮徴収） 
　前年の所得に応じ年間の保険料が決定すると、仮
徴収で納めていただいた額を差し引いた残りの額を
１０・１２・２月分で納めていただきます。（本徴収） 
※本年度は、基準額の見直しにより、仮徴収額と本徴収額の保険料に大きく格差が生じる場合があるため、保険
料額ができるだけ均等になるように、６月と８月の徴収額を変更（平準化）します。 

問い合わせ先　税務課　介護保険料担当（内線３４２） 

【介護保険料早見表】 

所得段階 保険料率 年額（円） 

基準額×０.５０ ２８,８００ 

基準額×０.５０ ２８,８００ 

基準額×０.６５ ３７,４００ 

基準額×０.７５ ４３,２００ 

基準額×０.８３ ４７,８００ 

基準額×１.００ ５７,６００ 

基準額×１.２５ ７２,０００ 

基準額×１.５０ ８６,４００ 

基準額×１.７０ ９７,９００ 

対　　象　　者 

第１段階 
生活保護を受けている人 
世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金を受けている人 

世帯全員が住民税非課税で、 
前年の合計所得金額＋公的年金等収入額が８０万円以下の人 

本人が住民税非課税（同一世帯に住民税課税者がいる）で、 
前年の合計所得金額＋公的年金等収入額が８０万円以下の人 

本人が住民税非課税（同一世帯に住民税課税者がいる）で、 
前年の合計所得金額＋公的年金等収入額が８０万円を超える人 

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋公的年金等 
収入額が８０万円を超え１２０万円以下の人 

世帯全員が住民税非課税で、 
前年の合計所得金額＋公的年金等収入額が１２０万円を超える人 

本人が住民税課税で、合計所得金額が１９０万円未満の人 

本人が住民税課税で、合計所得金額が１９０万円以上４００万円未満の人 

本人が住民税課税で、合計所得金額が４００万円以上の人 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

第６段階 

第７段階 

※第２・３・４段階の「合計所得金額」とは、年金以外の所得で構成する合計所得金額をいいます。 

前　年　度 

１２月 ２月 １０月 ６月 ８月 ４月 １２月 

本徴収 仮徴収 本徴収 

２月 １０月 

現　　年　　度 

１７ 



医療のお知らせ 

１８ 

　
現
在
お
持
ち
の
福
祉

医
療
費
受
給
者
証
（
黄 

色
）
の
有
効
期
限
は
６

月
３０
日
で
す
。
平
成
２４

年
度
の
所
得
判
定
後
、

該
当
す
る
方
に
は
６
月

下
旬
に
世
帯
ご
と
に
郵

送
（
簡
易
書
留
）
で
新

し
い
受
給
者
証
（
う
ぐ

い
す
色
）を
送
付
し
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
母
子
家
庭

等
の
方
、
平
成
２３
年
度

に
福
祉
医
療
費
受
給
者

証
が
交
付
さ
れ
て
い
な

い
方
で
新
た
に
受
給
者

に
該
当
す
る
方
に
は
申

請
書
類
等
を
送
付
し
ま

す
。
役
場
健
康
福
祉
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
乳
幼
児
等
医
療
・
こ
ど
も
医
療
・

重
度
障
害
者
医
療
・
高
齢
重
度
障

害
者
医
療
の
所
得
判
定
方
法
が
７

月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
本
人
・
配

偶
者
・
扶
養
義
務
者
の
市
町
村
民

税
所
得
割
税
額
の
合
計
額
に
よ
る

判
定
に
な
り
ま
す
。
６
月
末
ま
で

は
受
給
対
象
と
な
っ
て
い
て
も
、

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
交
付
で

き
な
い
方
も
あ
り
ま
す
。
対
象
者

に
は
資
格
喪
失
届
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

　
旧
受
給
者
証
（
黄
色
）
は
、
有

効
期
限
終
了
後
、
役
場
健
康
福
祉

課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
加
入
保
険
や
住
所
を
変
更
さ
れ

た
場
合
は
、
必
ず
早
め
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

　
健
康
福
祉
課
　
国
保
医
療
係 

　
（
内
線
３
５
５
・
３
５
６
） 

所
得
判
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す 

平成２４年度　所得判定に変更がある福祉医療制度 

●重度障害者および高齢重度障害者医療費助成制度 
　（身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ判定、精神障害者保健福祉手帳１級をお持ちの方） 
●乳幼児等医療費助成制度（０歳～小学３年生までの方） 
●こども医療費助成制度（小学４年生～中学３年生までの方） 

重度（高齢重度）障害者医療 

乳幼児等医療 

こども医療  

本人・配偶者・扶養義務者 

保護者（扶養義務者） 

保護者（扶養義務者） 

所得制限の内容 

所得確認対象者の市町村民税 
の所得割税額の合計額が 

所得確認対象者 

２３万５千円未満 

　町と県では、昭和５６年５月以前に着工された住宅を対象に、住まいの耐
震化を支援しています。詳しくは、まちづくり課（内線３３５・３３６）へ。 

制度の流れ 

　町が簡易耐震診断員を派遣し、
調査・診断を実施します 
費用 
　木造戸建住宅の場合３０,０００円 
　（個人負担額：３,０００円） 
申込期日　平成２５年１月３１日 

簡易耐震診断推進事業 

福崎町住宅耐震改修促進事業 
　町が耐震改修工事にかかる費用の一部を補助します。 
補助金額　費用の１６分の１以内（１５万円／戸を上限） 
※町内施工業者を利用した場合、さらに加算があります。 

わが家の耐震改修促進事業 
　県が耐震改修の計画策定と工事にかかる費用の一部を
補助します。 
補助金額　①計画策定費補助：費用の３分の２以内 
　　　　　　（戸建住宅の場合２０万円／戸を上限） 
　　　　　②工事費補助：費用の４分の１以内 
　　　　　　（戸建住宅の場合６０万円／戸を上限 
　　　　　　　最大２０万円加算（期間限定！）） 
申込期日　予定戸数に達し次第受付終了 

簡
易
耐
震
診
断
の
結
果
評
点
の
低
か
っ
た
住
宅
に 

つ
い
て
は
、
右
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

●現行と変更後の違い（乳幼児（こども）医療の場合の例） 

　平成２２年度税制改正により扶養控除が一部廃止されたため、平成２４年度分以降の市町村民税所
得割税額が増える世帯もありますが、福祉医療の所得判定にあたっては、国の制度（自立支援医
療制度）に準拠し、この影響を生じさせないよう対応することとしています。 

例１　父の税額：２３万円 
　　　母の税額：０万円 

合計 
２３万円 

２３万円で判定 
→助成対象 

例２　父の税額：２５万円 
　　　母の税額：０万円 

例３　父の税額：２３万円 
　　　母の税額：２０万円 

合計 
２５万円 

合計 
４３万円 

２３万円で判定 
→助成対象 

２５万円で判定 
→助成対象外 

２５万円で判定 
→助成対象外 

２３万円で判定 
→助成対象 

４３万円で判定 
→助成対象外 

６月まで 
（最上位所得者で判定） 

７月から 
（世帯合算で判定） 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
１
人
で
も
宿
泊
し
て

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
６
月
１９
日
（
火
） 

　
　
７
月
１７
日
（
火
） 

　
　
８
月
１４
日
（
火
） 

　
　
８
月
１６
日
（
木
） 

　
　
９
月
１８
日
（
火
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
９
月
中
の
利
用

は
７
月
１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り

ま
す
。
） 

★
月
の
初
日
の
受
付
時
間 

・
電
話
予
約
は
、
午
前
８
時
３０
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。（
初
日
以

外
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
） 

・
来
館
で
の
予
約
は
、
午
前
８
時

２０
分
か
ら
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
風
呂
利

用
者
ま
た
は
昼
食
を
申
し
込
む
方

は
休
憩
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
石
け
ん
、
タ
オ

ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

 

巡
回
バ
ス
「
動
く
画
廊
」
の

お
知
ら
せ 

　
巡
回
バ
ス
を
動
く
画
廊
と
し
て
、

車
内
に
幼
稚
園
児
の
絵
を
展
示
し

て
い
ま
す
。 

　
７
月
１
日
（
日
）
か
ら
８
月
４

日
（
土
）
は
、
福
崎
幼
児
園
で
す
。 

　
巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
健
康
福
祉
課
） 

 

中
小
企
業
人
材
養
成
事
業
補
助

金
の
活
用
を
（
中
小
企
業
大
学

校
関
西
校
で
研
修
を
受
け
ら
れ

た
方
に
対
す
る
補
助
金
） 

　
町
内
の
中
小
企
業
者
が
実
施
す

る
人
材
養
成
事
業
に
対
し
、
補
助

金
を
交
付
し
、
企
業
の
育
成
を
図

り
ま
す
。 

補
助
の
対
象
者
　 

　
中
小
企
業
の
経
営
者
、
後
継
者

ま
た
は
管
理
者
で
、
４
月
１
日
〜

翌
年
３
月
３１
日
の
期
間
内
に
中
小

企
業
大
学
校
関
西
校
で
研
修
を
受

け
た
者 

補
助
金
の
額 

　
支
払
っ
た
受
講
料
の
３
分
の
２

（
た
だ
し
、
１
人
１
科
目
に
つ
き

５
万
円
ま
で
） 

補
助
金
申
請
の
手
続
方
法
　 

　
交
付
申
請
書
に
修
了
証
書
の
写

し
及
び
受
講
料
支
払
領
収
書
等
を

添
付
し
、
産
業
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
、
産
業
課（
内
線
３

９
１
）へ
。 

 「
福
崎
町
な
っ
得
商
品
券
」 

７
月
１
日（
日
）か
ら
販
売
開
始 

　
多
く
の
お
客
様
か
ら
「
ま
だ 

販
売
し
な
い
の
？
」「
早
く
、
販

売
し
て
！
」
な
ど
多
く
の
声
が
寄

せ
ら
れ
る
「
福
崎
町
な
っ
得
商
品

券
」
を
７
月
１
日
か
ら
販
売
し
ま

す
。
総
額
５
５
０
０
万
円
の
「
福

崎
町
な
っ
得
商
品
券
」
は
、
１
万

円
で
１
万
１
千
円
分
の
お
買
い
物

が
で
き
る
１０
％
お
得
な
商
品
券
で
、

町
内
の
加
盟
店
で
平
成
２４
年
１２
月

３１
日
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。 

　
購
入
限
度
額
は
一
人
２
万
円（
２

冊
）ま
で
で
す
。
お
中
元
や
お
歳

暮
の
お
買
い
物
に
ご
利
用
い
た
だ

き
、
地
元
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。 

　
詳
し
く
は
、福
崎
町
商
工
会（
　

２２
・
０
５
５
８
）へ
。 

１９ 

　
町
内
の
小
・
中
学
校
備
品
購
入

等
の
た
め
に
３０
万
円
を
寄
附
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

寄
附
者
　
神
崎
青
年
会
議
所 

　
　
　
　
睦
会
様 

善
意 

　
「
福
崎
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）へ
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
４
月
分
） 

寄
附
者
　
㈱
マ
ル
フ
ク
様 

　
　
　
　
（
福
崎
町
） 

寄
附
金
額
　
２
４
６
５
４
円 

ふ
る
さ
と
納
税
　
　 

　
　
　
寄
附
の
お
礼 

日　　時　８月９日（木）１８：００～１９：３０ 
場　　所　福崎東中学校グラウンド 
ステージ　間口８ｍ×奥行４ｍ 
　　　　　電気設備（コンセント）あり 
募集団体数　８団体 
出演時間　１０分間程度（入退場を含む） 
締 切 日　６月２８日（木）（選考あり） 
申込方法　教育委員会窓口備え付けの申込用紙に

必要事項を記入のうえ、提出してくだ
さい。（ＦＡＸ・郵送も可） 

※例年、太鼓演奏やダンス、民踊、バンド演奏な
どを行っていますが、それ以外のジャンルでも
かまいませんので、どしどしご応募ください。 
※出演に係る謝礼はありませんので、ご了承く
ださい。（弁当の支給あり） 
問い合わせ先　社会教育課（内線２５６） 

　毎週金曜日は午後７時１５分まで窓口業務を
延長して行っています。 
　対応業務は、住民票、戸籍、 
印鑑証明書、所得証明書、外 
国人登録記載事項証明書の交 
付です。 
＊住民異動、印鑑登録は除く。 

住民生活課窓口からのお知らせ 

お知らせ 

information



カ
ヌ
ー
教
室
参
加
者
募
集
！ 

　
大
自
然
の
中
で
カ
ヌ
ー
に
乗
っ

て
遊
び
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
人

に
は
乗
り
方
か
ら
指
導
し
ま
す
の

で
、
誰
で
も
簡
単
に
乗
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

日
時 

【
第
１
回
目
】
６
月
２４
日（
日
） 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１２
時 

【
第
２
回
目
】
７
月
２９
日（
日
） 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１２
時 

場
所
　
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
小
学
４
年
生
〜
一
般 

募
集
人
数
　
２０
人
（
先
着
順
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
第
１
体

育
館
へ 

申
込
締
切
日 

・
第
１
回
目
　
６
月
２０
日（
水
） 

・
第
２
回
目
　
７
月
２５
日（
水
） 

参
加
費
　
・
子
ど
も
　
５
０
０
円 

　
　
　
　
・
大
人
　
１
０
０
０
円 

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館
　

　
２２
・
１
１
５
３（
月
曜
日
休
館
） 

  

町
民
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
開
催
！ 

　
５
月
１２
日
、
新
緑
の
も
と
、
町

民
第
１
グ
ラ
ン
ド
で
「
町
民
親
善

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、

６０
チ
ー
ム
（
約
３
６
０
人
）
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
団
体
の
部
】 

優
　
勝
　
辻
川
Ｄ 

準
優
勝
　
長
野
Ａ
チ
ー
ム 

第
３
位
　
八
反
田
Ａ 

             【
個
人
男
子
の
部
】
（
敬
称
略
） 

優
　
勝
　
岩
木
潤
郎
（
長
野
Ａ
チ

ー
ム
） 

【
個
人
女
子
の
部
】
（
敬
称
略
） 

優
　
勝
　
牛
尾
多
賀
代
（
西
治
Ｇ 

　
　
　
　
・
Ｇ
同
好
会
Ｂ
） 

          

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ 

　
５
月
６
日
、
第
１
体
育
館
で
「
第

１７
回
福
崎
町
女
子
６
人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
６
チ
ー
ム
の
参
加
で
、
す
ば

ら
し
い
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
中
学
生
も
参
加
し
、
世

代
間
の
交
流
や
親
睦
が
図
ら
れ
ま

し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

優
　
勝
　
瓦
屋
ａ
∫ 

準
優
勝
　
で
ら
あ
ず 

姫
路
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
姫
路
税
務
署
で
は
、
平
成
２４
年

５
月
７
日
〜
平
成
２６
年
１
月
末
日

（
予
定
）
の
間
、
耐
震
改
修
及
び

増
築
等
工
事
を
行
い
ま
す
。 

　
工
事
期
間
中
、
税
務
署
の
駐
車

場
は
一
部
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

　
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

  

普
通
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ 

日
　
時
　
７
月
２９
日（
日
） 

　
　
　
　
９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分 

場
　
所
　
姫
路
市
中
播
消
防
署
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
中
播

消
防
署
内
） 

内
　
容
　
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ

含
む
）
及
び
応
急
手
当 

受
　
付
　
７
月
１
日（
日
）か
ら 

定
　
員
　
２０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
） 

受
講
料
　
無
料 

申
込
先
　
姫
路
市
消
防
局
消
防
課

　
０
７
９
・
２
２
３
・
９
５
５
７ 

syo-kyuukyuu@city.him
eji.hyogo.jp 

  

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内 

【
１
回
目
】 

申
込
期
間
　
６
月
１９
日（
火
）ま
で 

試
験
日
・
会
場 

　
７
月
４
日（
水
）姫
路
労
働
会
館 

技
能
試
験
日
・
会
場
（
知
識･

適

性
試
験
の
合
格
者
） 

　
○
７
月
１８
日（
水
）
姫
路 

　
○
７
月
２５
日（
水
）
神
戸 

【
２
回
目
】 

申
込
期
間 

　
８
月
６
日（
月
）〜
２１
日（
火
） 

試
験
日
・
会
場 

　
９
月
９
日（
日
）の
じ
ぎ
く
会
館 

技
能
試
験
日
・
会
場
（
知
識･

適

性
試
験
の
合
格
者
） 

　
○
９
月
２２
日（
土
）
神
戸 

　
○
９
月
３０
日（
日
）
姫
路 

免
許
の
種
類 

・
網
猟
（
主
に
鳥
類
） 

・
わ
な
猟
（
獣
類
の
み
） 

・
第
一
種
銃
猟
（
装
薬
銃
、空
気
銃
） 

・
第
二
種
銃
猟
（
空
気
銃
） 

初
心
者
講
習
会
の
ご
案
内 

　
６
月
９
日
（
土
）
と
８
月
４
日 

（
土
）
に
、
こ
れ
か
ら
狩
猟
免
許

試
験
を
受
験
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、

知
識
・
技
能
に
関
す
る
初
心
者
講

習
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

（
主
催
・（
社
）兵
庫
県
猟
友
会
） 

問
い
合
わ
せ
先 

○
試
験
に
関
す
る
こ
と 

　
県
民
局
森
林
林
業
課 

　
　
０
７
９
・
２
８
１
・
９
２
８
９ 

○
初
心
者
講
習
会
に
関
す
る
こ
と 

　
県
猟
友
会 

　
　
０
７
８
・
３
６
１
・
８
１
２
７ 

（
産
業
課
） 

  

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス 

「
放
送
大
学
」
学
生
募
集 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
大
学
で
す
。
こ
の
た
び
、
平
成

２４
年
度
第
２
学
期
（
１０
月
入
学
）

の
学
生
募
集
を
行
い
ま
す
。
大
学

や
大
学
院
の
授
業
科
目
を
１
科
目

か
ら
気
軽
に
学
べ
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
こ
の
機
会
に
放
送
大
学
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

出
願
受
付
期
間 

　
８
月
３１
日（
金
）ま
で 

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先 

放
送
大
学
姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス（
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
内
） 

　
　
０
７
９
・
２
８
４
・
５
７
８
８ 

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://w
w
w
.ouj.ac.jp

ス
ポ
ー
ツ 

２０ 

団体の部優勝「辻川D」のみなさん 

優勝「瓦屋ａ∫」のみなさん 個人の部優勝 
牛尾さん、岩木さん 



俳

句

会 

城
の
濠
風
に
移
ろ
う
花
筏 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
フ
ル
ー
ト
の
妙
な
る
音
色
春
の
宵 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

琴
の
音
の
優
し
き
調
べ
春
の
宵 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

目
薬
注
し
頬
を
濡
ら
せ
る
春
の
宵 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

雨
の
や
む
気
配
し
て
く
る
春
の
宵 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

花
吹
雪
舞
い
込
む
古
城
大
手
門 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

櫻
散
る
吉
野
の
山
に
あ
る
哀
史 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

御
手
洗
の
水
面
を
覆
う
花
吹
雪 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

微
笑
み
て
並
ぶ
地
蔵
に
花
吹
雪 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

声
高
く
さ
わ
ぐ
子
供
ら
櫻
散
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

花
の
昼
ひ
と
き
わ
目
立
つ
野
点
傘 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

ゆ
っ
く
り
と
刻
の
流
れ
や
花
筏 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

戸
締
り
を
ま
た
確
か
め
る
朧
の
夜 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

ポ
ケ
ッ
ト
の
鍵
束
重
し
春
の
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
　
瞳 

 

酒
蔵
よ
り
地
酒
の
香
り
春
の
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

遊
覧
船
通
う
小
島
に
春
の
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

水
槽
の
魚
の
眼
光
る
春
の
宵 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

短

歌

会 

二
月
二
十
日
風
の
冷
た
き
林
道
に
声
を
聞
き
た
り
ホ

ホ
ホ
ホ
ケ
キ
ョ
キ
ョ
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

姪
た
ち
の
会
話
姦
し
き
中
に
い
て
声
立
て
笑
う
も
久

し
振
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

歳
重
ね
還
ら
ぬ
過
去
を
な
つ
か
し
み
記
憶
お
ぼ
ろ
の

会
話
尽
き
ざ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 
 

両
足
を
痛
め
て
杖
の
世
話
に
な
り
亡
母
の
姿
と
重
な

る
思
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 

 

遠
山
の
か
す
む
は
雪
か
歩
み
ゆ
く
冬
の
迷
い
子
寒
さ

を
背
負
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

陽
は
未
だ
高
き
に
あ
る
も
山
の
端
に
ぽ
あ
ん
と
浮
か

ぶ
枇
杷
色
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

咲
く
桜
折
れ
ぬ
花
と
は
思
え
ど
も
一
枝
ほ
し
き
と
今

日
も
見
て
過
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

 

ア
ン
テ
ナ
に
孤
高
の
か
ら
す
止
り
け
り
夕
日
に
映
え

て
神
々
し
く
も
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

永
ら
え
て
昔
を
想
う
折
り
ふ
し
に
続
き
ド
ラ
マ
に
涙

か
く
せ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

キ
ン
ラ
ン
を
摘
み
し
彼
の
山
か
の
友
も
消
え
敢
へ
は

か
な
遠
き
追
憶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

昨
夜
の
雨
雫
と
ひ
か
る
麦
の
あ
お
活
断
層
の
う
え
は

静
け
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

は 

は 

よ 

べ 

あ 

く 

ぐ 

よ
わ
い 

み
た
ら
い 

と
き 

は
な
い
か
だ 

２１ 

～さぁ夏休み！～  アウトドア生活塾・ふれあいワンデー生活塾  参加者募集 
　今年で１５回目を迎える生活塾シリーズの
参加者を募集します。夏休みの思い出に、
楽しく貴重な体験をしませんか？ 
　また「ふれあいワンデー生活塾」（日帰り）

で、子どもたちといっしょに活動するおじ
いちゃん、おばあちゃんを募集しています。
豊富な経験や知識を子どもたちに伝えてく
ださい。 

月　　　　日 
場　　　　所 

対　　　　象 
 

定員（先着順） 
定員になり次第締切 

参　　加　　料 
（行事保険料を含む） 

申 込 期 間 
受 付 時 間 
申 込 方 法 

 

そ　　の　　他 

【第1回】8月4日（土）～5日（日） 【第2回】8月18日（土）～19日（日） 

町内の小学4～6年生 

50人 40人 40人 

青少年野外活動センター 

第１体育館で所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、参加料を添えてお申し込みください。（電話での予約申込はできません)

・参加申込は１人につき２人分まで受付できます。 
・アウトドア生活塾の参加は１回のみです。 
・｢ふれあいワンデー生活塾｣については、小学生のみ、おじいちゃんおばあちゃんのみの参加もできます。 
　おじいちゃん、おばあちゃんには、ご飯作りや工作などをいっしょに楽しんでいただきます。 

7月22日（日） 

6月26日（火）～7月8日（日） 7月3日（火）～21日（土） 7月10日（火）～29日（日） 

１人1,000円 １人2,000円 

9：00～22：00（日曜日は17：00まで・月曜休館） 

町内の小学1～3年生 
おじいちゃん、おばあちゃん 

アウトドア生活塾 ふれあいワンデー生活塾 



自分のからだは自分で管理！６月１１日から町ぐるみ健診が始まります 
忘れず受診してください 
「あっ申込を忘れてた！」という方は保健センターへ連絡ください No.290

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

　福崎町では、『町ぐるみ健診』として、生活習
慣病の発見やメタボ対策を目的とした｢特定基本健
康診査｣、がんの早期発見のためのがん・骨粗しょ
う症・歯科・肝炎ウイルス検診を総合健診として、
また、乳がん検診、子宮がん検診を下記日程で実
施します。 
　総合健診と乳がん検診は予約制となっています
ので、保健センターへ申し込みください。 

　昭和５６年以降、日本人の死亡原因の第１位はがんで
す。診断と治療の進歩により、早期発見・早期治療が
可能となっていますが、検診受診率は低い状況にあり
ます。 
　がんによる死亡者数を減少させるためには、検診の
受診率を向上させ、がんを早期に発見することが極め
て重要であることから、下記年齢の方を対象に、「が
ん検診無料クーポン券」と、がんについてわかりやす
く解説した「検診手帳」、「肝炎ウイルス検診無料券」
を配布します。クーポン（無料）券をお持ちの方は、
この機会にぜひ受診してください。 

２２ 

町ぐるみ健診（基本健診・がん検診等）を受けましょう 
健やかな人生を送るために… 

町で実施する健（検）診と対象者 
健（検）診名 対　象　者 

総
合
健
診
（
要
予
約
） 

特定基本健康診査 

肺がん検診 

胃がん検診 全ての住民の方 

５０歳以上偶数年齢の男性 

２０歳以上　偶数年齢の女性 

４０歳以上　偶数年齢の女性 

４０・４５歳の女性 
５０・５５・６０・６５・７０歳の男女 

４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳 
の方及び希望者 

４０歳以上の方で過去に肝炎ウ 
イルス検診を受けていない方 

大腸がん検診 

前立腺がん検診 

骨粗しょう症検診 

歯科検診 

肝炎ウイルス検診 

乳がん検診（要予約） 

子宮がん検診 

３９歳以下の方 

４０歳以上の国民健康保険加入者 

７５歳以上の後期高齢者医療保険加入者 

※４０歳以上の国保以外の医療保険加入者 
　で、受診券をお持ちの方も受けることが 
　できます。 

＊年齢はH２５.３.３１現在 

＊年齢はH２５.
　４.１現在 
 
＊がん検診推
　進事業に該
　当している
　方は受診で
　きます。 

「歯みがきは　じょうぶなからだの　第一歩」 「歯みがきは　じょうぶなからだの　第一歩」 「歯みがきは　じょうぶなからだの　第一歩」 
　私たちが普段何気なく行っている「おいしく食べる」「おもいっきり笑う」「楽
しく話す」は、口の機能が正常で、からだが健康だからできることで、高齢にな
るほど生きがいにつながっていきます。いくつになっても元気に楽しく生活する
ために、さっそく今日から歯と口の健康づくりに取り組みましょう！ 
☆歯と口の健康づくりワンポイントアドバイス☆ 
　①規則正しい生活をおくろう…十分な睡眠と栄養バランスのよい食事を 
　②食事はよくかんで食べよう…食べ過ぎの防止・だ液をよく出して虫歯予防 
　③１日１回は時間をかけて歯みがきを…フロスや歯間ブラシも効果的に利用 
　④かかりつけの歯医者さんを持とう…定期的にプロのチェックを受けよう 

歯の衛生週間 
6月4日（月）～10日（日） 

年齢 生年月日 

４１歳 

４６歳 

５１歳 

５６歳 

６１歳 

昭和４６（１９７１）年４月２日～昭和４７（１９７２）年４月１日 

昭和４１（１９６６）年４月２日～昭和４２（１９６７）年４月１日 

昭和３６（１９６１）年４月２日～昭和３７（１９６２）年４月１日 

昭和３１（１９５６）年４月２日～昭和３２（１９５７）年４月１日 

昭和２６（１９５１）年４月２日～昭和２７（１９５２）年４月１日 

乳がん検診（女）・大腸がん検診（男女） 
肝炎ウイルス検診（男女） 〈 〉 

年齢 生年月日 

２１歳 

２６歳 

３１歳 

３６歳 

４１歳 

平成３（１９９１）年４月２日～平成４（１９９２）年４月１日 

昭和６１（１９８６）年４月２日～昭和６２（１９８７）年４月１日 

昭和５６（１９８１）年４月２日～昭和５７（１９８２）年４月１日 

昭和５１（１９７６）年４月２日～昭和５２（１９７７）年４月１日 

昭和４６（１９７１）年４月２日～昭和４７（１９７２）年４月１日 

子宮頸がん検診（女） 〈 〉 

※年齢はH２５.４.１現在 

平成２４年度がん検診推進事業等のお知らせ 

無料クーポン券対象者 
 



保健センターだより 

２３ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

歯 科 相 談  
 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 

妊 婦  

一般希望者 

乳幼児希望者 

乳児希望者 

幼児希望者 

H２３.６月生まれの児 

H２４.３月生まれの児 

Ｈ２４.２月生まれの児 

Ｈ２３.８月生まれの児 

H２１.４・５月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１４時１５分～１４時３０分 

１３時３０分～１４時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

６/４（月） 

月～金 

６/２６（火） 
 

６/４（月） 
 

６/４（月） 

６/２７（水） 

６/１９（火） 

６/２０（水） 

６/２０（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター6月定例行事予定 

＊三種混合（ＤＰＴ・ＤＴ）、日本脳炎は、接種間隔に気をつけ
ましょう。 
＊麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種は、接種期間が１年間で
す。忘れず早めに接種しましょう。 
　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児）３期（中
学１年生に相当する年齢）４期（高校３年生に相当する年齢） 
＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受けまし
ょう。 

予
防
接
種 

中播磨健康福祉事務所からのお知らせ 

子どもの急病「こんな時どうすればいいの？」 
ガイドブック 
子どもの急病「こんな時どうすればいいの？」 
ガイドブック 
子どもの急病「こんな時どうすればいいの？」 
ガイドブック 

　夜間・休日など通常の診療時間外に、急に子ども
の具合が悪くなった時の診療ガイドです。救急車の
呼び方や、発熱ややけどなどの症状ごとに、緊急度
を１から３段階にわけて対応方法を具体的に示して
います。 
 
　冊子もくじ 
　１．救急車を呼ぶ時　　　７．じんま疹、虫さされ、 

　２．発熱　　　　　　　　　　急に出現する発疹 

　３．せき、喘息、息苦　　８．やけど 

　　　しい、呼吸が変　　　９．誤飲 

　４．嘔吐、下痢　　　　　１０．頭部打撲、転倒、転落 

　５．腹痛　　　　　　　　１１．鼻出血 

　６．けいれん　　　　　　１２．不機嫌、泣き方が気　

　　　　　　　　　　　　　　　になる 
 
　冊子は乳幼児健診や赤ちゃん訪問等で配布しますが、
保健センター窓口に置いていますので、お手元に１冊！
ぜひご活用ください。 
　福崎町公式ウェブサイトにも掲載しています。 

参加者募集 参加者募集 

　いくつになっても若々しく元気で毎日を過ごしたい

とお考えの６５歳以上シニアの教室です。「人前で発表」

「むずかしい問題を学習」･･･という学習方法ではなく、

ラクラクできる「脳のトレーニング」教材なので負担

になりません。 

※１０月～平成２５年３月に文化センターで教室を開催す
る予定です。詳しくは広報でお知らせします。 

内　容　教材を使った読み書き・簡単な計算の学習 

対象者　町内の６５歳以上の方で学習教室（週1回）の

参加と自宅学習（毎日１０分程度）が可能な方 

定　員　約２０人 

学習期間　７月～１２月（６か月間） 

　　　　※説明会を６月２９日（金）に予定しています。 

学習曜日　毎週金曜日（９：３０～１１：３０の間の３０分程度） 

会　場　八千種小学校区交流広場 

　　　　（八千種小学校西隣） 

費　用　月額１，０５０円（教材費込） 

申込方法　電話またはFAX（住所・氏名・年齢・電話番

号を明記） 

申込締切　６月２７日（水） 

申込先　地域包括支援センター（内線３５８・３５９） 

　　　　FAX　２２－７５６６ 

東北大学・川島隆太教授 
（医学博士）の研究により
専門的に開発された教材
を使います。 

教材の見本 

時　　　間 

１１：００～１２：３０ 

１４：３０～１６：００ 

場　　　　所 

福伸電機㈱本社工場 

福崎町役場 

献血日程　7月12日（木） 

献血に 
　ご協力 
　　ください。 献血キャラクター 

「　　　　　　　」 

おうと げ　り 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 
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町民のうごき 

平成２４年４月末現在 

７，２１８世帯 
９，３６３人　 
９７人　 
１３人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６４１人 
１０，２７８人 

８０人 
１８人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２４ 

 　
５
月
３０
日
、
福
崎
小
学
校
「
ふ
る
さ
と
発
見

な
か
よ
し
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
。
登
校
班
を
中

心
に
、
異
な
る
学
年
が
い
っ
し
ょ
に
組
ん
で
校

区
内
を
散
策
し
ま
し
た
。
保
護
者
や
ヘ
ル
パ
ー

の
方
が
見
守
る
な
か
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域

を
探
検
で
す
！
い
ろ
ん
な
発
見
あ
っ
た
か
な
？ 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
今
回
紹
介
す
る
「
ま
ち
の
先
生
」
は
「
福
崎
点
字
の
会
」
の
牛
尾

さ
ん
で
す
。
牛
尾
さ
ん
は
３０
余
年
に
渡
っ
て
点
字
を
教
え
て
お
ら
れ

ま
す
。
毎
週
水
曜
の
午
前
に
開
催
さ
れ
る
学
習
会
に
は
神
河
町
や
香

寺
町
か
ら
参
加
す
る
方
も
あ
り
、
ま
た
、
学
校
な
ど
で
指
導
を
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
　 

　
今
回
、
私
た
ち
も
学
習
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
点
字
の
基

本
的
な
知
識
や
、
打
ち
方
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
か

所
で
も
打
ち
間
違
え
る
と
ま
た
違
う
紙
で
打
ち
直
し
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
熟
練
の
方
で
も
集
中
し
て
行
う
作
業
で
す
。
本
を
１
冊
丸

ご
と
点
字
に
訳
す
活
動
も
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
あ
る
参
加
者
の
場

合
、「
家
で
作
業
す
る
時
に
は
家
事
な
ど
を
全
て
終
わ
ら
せ
、
完
全
に

集
中
で
き
る
環
境
で
臨
ん
で
い
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
新
規
の

参
加
者
が
少
な
い
の
が
悩
み
だ
そ
う
で
す

が
、
民
俗
辻
広
場
ま
つ
り
や
図
書
館
応
援

隊
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

し
、
多
く
の
方
に
点
字
に
触
れ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

点
字
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
ま
ず
は
学

習
会
を
見
に
い
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。 

（
山
口
耕
平
・
雲
丹
亀
悠
平
・
玉
田
誠
二
） 


